
込
ん
だ
。
池
は
荒
れ
、
一
面
に
地
滑
り
が
起
き
、
池
は
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
付
近
の
虫
川
は
こ
の
時
か
ら
深
く
な
り
、
先
途
に
三
軒

あ
っ
た
家
も
一
軒
に
な
っ
た
。

伝
説
は
虫
川
が
深
く
な
っ
た
こ
と
と
、
先
途
の
家
数
が
少
な
い
説

明
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
池
の
主
の
蛇
が
原
因
で
ナ
ギ
が
起

き
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
滑
り
の
原
因
は
池
の
水
が

流
れ
た
た
め
で
す
。
こ
れ
は
蛇
抜
け
災
害
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で

1
レ
よ
w

つ。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
伝
説
な
ど
か
ら
、
大
雨
を
も
た
ら
す
こ
と
が

で
き
る
、
池
や
川
な
ど
の
水
を
統
御
で
き
る
神
の
化
身
と
し
て
大
蛇
H

竜
が
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
。
そ
し
て
そ
の
水
を
統
御
す
る
能
力
の

ゆ
え
に
、
洪
水
も
竜
が
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
。
竜

が
洪
水
を
引
き
起
こ
す
理
由
と
し
て
は
、
竜
の
個
人
的
な
人
間
と
の

関
係
と
と
も
に
、
竜
そ
の
も
の
が
住
家
を
か
え
た
り
、
天
に
上
ろ
う

と
す
る
よ
う
な
と
き
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

も
し
洪
水
や
蛇
抜
け
が
こ
の
よ
う
に
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
だ

と
す
る
と
、
そ
の
対
策
は
竜
に
対
処
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。
と
も
か
く
、
天
竜
川
沿
い
に
洪
水
な
ど
は
竜
が
も
た

ら
す
の
だ
と
い
う
考
え
方
が
色
濃
く
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
す
。

第
五
章

水
害
へ
の
対
処

こ
れ
ま
で
、
天
竜
川
沿
い
の
水
害
に
つ
い
て
、
伝
説
を
素
材
に
し

て
考
察
し
て
き
ま
し
た
。
で
は
、
天
竜
川
沿
い
に
住
ん
だ
人
々
は
水

害
に
ど
の
よ
う
に
し
て
対
処
し
よ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
現
代

で
は
治
水
と
い
え
ば
堤
防
の
構
築
な
ど
が
主
体
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
前
章
で
見
て
き
た
よ
う
な
、
竜
H
大
蛇
が
水
害
の
原
因
だ
と
い

う
よ
う
な
考
え
方
が
強
か
っ
た
時
代
に
は
、
堤
防
以
上
に
重
要
だ
つ

だ
の
は
そ
う
し
た
竜
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
押
え
る
か
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
最
後
に
同
じ
く
伝
説
な
ど
を

通
じ
て
天
竜
川
沿
い
の
人
々
が
い
か
に
し
て
水
害
を
避
け
よ
う
と
し

た
か
を
、
主
と
し
て
住
民
の
精
神
的
な
面
に
光
を
当
て
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
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[
水
神
を
祭
る
]

水
害
が
水
を
司
る
神
で
あ
る
竜
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
な
ら
ば
、
水
害
に
対
処
す
る
に
は
私
達
と
は
異
な
る
世
界
の

住
人
で
あ
る
竜
を
も
従
え
う
る
力
の
あ
る
も
の
が
必
要
に
な
り
ま
す
。



そ
の
た
め
に
想
定
さ
れ
た
の
が
水
を
押
え
る
こ
と
の
で
き
る
神
様
で

す
。
以
下
、
そ
う
し
た
水
害
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
神
様
に
つ
い
て
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

(
イ
)

弁
天
の
森
の
弁
財
天
(
下
伊
那
郡
波
合
村
)

享
保
六
年
(
一
七
二
一
)
の
大
水
害
は
当
村
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
(
中
略
)
四
十
七
軒
あ
っ
た
町
並
の
う

ち
、
半
分
以
上
の
二
十
九
軒
が
流
失
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら

当
村
に
と
っ
て
は
大
変
な
大
水
害
で
あ
っ
た
。
こ
の
水
害
の
た
め
、

町
頭
に
あ
っ
た
関
所
が
現
在
地
に
移
転
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
同
八

年
に
弁
天
の
森
に
水
難
鎮
静
を
祈
っ
て
弁
財
尊
天
が
記
ら
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
(
『
波
合
村
誌
』
五
二
八
頁
・
波
合
村
誌
刊
行
会
・

一
九
八
四
)

こ
こ
で
は
大
変
な
水
害
の
後
に
、
水
難
の
鎮
静
を
祈
っ
て
弁
財
天

が
祭
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
弁
財
天
は
元
来
、
イ
ン
ド
の
河
の
神
と

し
て
崇
拝
さ
れ
た
神
で
す
(
『
日
本
宗
教
事
典
』
四

O
O頁
・
弘
文

堂
・
一
九
八
五
)
。
江
戸
時
代
に
は
元
の
姿
が
蛇
神
で
あ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
水
の
縁
の
深
い
と
こ
ろ
に
祭
り
、
卵
を
供
え
た
り
、
蛇

の
彫
刻
を
し
た
り
し
ま
し
た
(
関
口
正
史
・
中
尾
尭
「
弁
才
天
」
・

『
大
百
科
事
典
』
第
一
三
巻
六
七
八
頁
・
平
凡
社
・
一
九
八
五
)
。
右

に
見
ら
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
河
の
神
と
し
て
弁
財
天
を
祭
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
洪
水
を
抑
え
て
も
ら
お
う
と
い
う
思
想
で
す
。

(

口

)

寛
政
五
年
(
一
七
九
一
ニ
)
の
「
下
市
閑
巴
堤
防
之
御
銘
」

(
下
伊
那
郡
高
森
町
下
市
田
)

寛
延
戊
辰
(
元
年
H

一
七
四
八
)
堤
堤
を
下
市
田
邑
に
築
く
。

河
上
旧
と
鍋
弦
の
堤
あ
り
。
歳
々
破
壊
し
修
起
数
々
す
れ
ど
も
新

築
を
潰
す
。
藍
に
旧
堤
と
退
く
者
若
干
歩
。
再
余
石
を
本
と
し
て

河
に
順
ふ
て
斜
め
に
築
く
。
河
伯
を
祭
嗣
し
て
再
余
堤
と
名
づ
け

碑
を
道
傍
若
干
歩
の
山
下
に
立
て
事
を
記
す
。
(
『
市
村
戚
入

金
集
』
第
二
巻
一
四
二
頁
・
下
伊
那
教
育
会
・
一
九
八
一
)

こ
こ
で
は
堤
防
を
築
き
、
河
伯
を
祭
っ
た
と
出
て
き
て
い
ま
す
。

河
伯
は
河
の
神
、
水
神
の
こ
と
で
す
(
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』

巻
六
一

O
二
ハ
頁
・
大
修
館
書
庖
・
一
九
七
四
)
。
堤
防
を
守
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
水
神
が
祭
ら
れ
た
の
で
す
。
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(

ハ

)

惣
兵
衛
堤
の
天
伯
森

上
の
亀
甲
石
の
西
南
九
十
間
を
隔
て
た
所
に
天
伯
機
を
杷
る
小

嗣
が
あ
っ
て
、
周
囲
は
大
き
い
森
に
な
っ
て
い
た
。
(
中
略
)
こ

の
嗣
も
取
入
れ
口
や
用
水
路
の
位
置
、
規
模
を
決
定
す
る
基
点
で

あ
っ
た
の
で
あ
る

0
1
(『
市
村
戚
人
全
集
』
第
一
一
巻
一
六
六

頁
)



 

  

 

 

惣
兵
衛
堤
は
宝
暦
二
年
(
一
七
五
二
)
に
で
き
あ
が
り
ま
し
た

(
司
市
村
成
人
全
集
』
第
二
巻
一
三
九
頁
・
下
伊
那
教
育
会
・
一
九

八
一
、
同
『
惣
兵
衛
川
除
』
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
天
竜
川
上
流

工
事
事
務
所
・
一
九
九
一
)
。
前
の
河
伯
と
同
じ
も
の
を
指
す
の
で

し
ょ
う
。
こ
こ
の
場
合
、
そ
の
水
神
様
が
天
伯
だ
っ
た
と
い
う
の
で

す
。
天
伯
は
天
竜
川
流
域
に
広
く
知
ら
れ
る
神
で
、
一
骨
格
月
祭
り
な
ど

で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
治
水
の
神
様
と
し
て
重
視

さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

〆戸h、
一一) 

宝
暦
七
年
(
一
七
五
七
)

の
満
水
(
下
伊
那
郡
喬
木
村
)

宝
麿
七
年
五
月
の
満
水
に
は
伊
久
間
村
も
大
被
害
を
う
け
村
方

七
分
が
流
れ
、
そ
の
た
め
川
除
三
社
を
杷
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
-

q
喬
木
村
誌
』
上
巻
五
五
一
頁
・
喬
木
村
誌
刊
行
会
・
一
九
七
九
)

こ
の
場
合
に
は
具
体
的
な
神
様
の
名
前
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
と

も
か
く
水
害
を
避
け
る
た
め
に
川
除
三
社
を
祭
っ
た
の
で
す
。

(
ホ
)

水
神
祭
肥
と
百
年
記
念
碑
建
立
(
上
伊
那
郡
大
鹿
村
)

弘
化
四
丁
未
(
一
八
四
六
)
三
月
、
開
発
発
起
人
中
尾
中
根
明

右
衛
門
、
文
蔵
栗
山
久
蔵
の
名
に
よ
っ
て
、
島
川
原
新
田
を
水
害

か
ら
守
る
た
め
に
、
金
毘
羅
大
権
現
、
法
性
大
明
神
、
九
頭
竜
大

か
ん
じ
よ
う

権
現
を
勧
請
し
、
石
に
刻
し
て
島
川
原
水
田
仲
間
が
祭
把
し
た
。

(
『
大
鹿
村
誌
』
上
巻
六

O
六
頁
・
大
鹿
村
誌
刊
行
委
員
会
・

一
九
八
四
)

弘
化
四
年
に
開
発
さ
れ
た
島
川
原
新
田
を
守
る
た
め
に
、
金
毘
羅

大
権
現
、
法
性
大
明
神
、
九
頭
竜
大
権
現
を
勧
請
し
た
と
の
こ
と
で

す
。
新
田
開
発
を
行
う
よ
う
な
と
き
に
も
神
の
力
は
期
待
さ
れ
て
い

た
の
で
す
。

以
上
は
、
年
号
の
入
っ
た
伝
説
で
す
。
以
下
も
う
少
し
一
般
的
な

話
ゃ
、
記
載
を
こ
の
地
方
の
市
町
村
誌
類
な
ど
か
ら
見
て
お
き
ま
し
ょ

・
円
ノ
。

n
むqo 

(

へ

)

洪
水
に
対
処
す
る
神
(
上
伊
那
郡
)

天
変
地
異
を
天
狗
と
か
竜
神
と
か
の
、
超
人
的
な
所
為
と
信
じ

た
の
は
原
始
信
仰
の
名
残
で
あ
る
。
町
村
誌
の
書
き
上
げ
中
に
祭

神
は
不
詳
と
し
て
、
社
名
を
天
狗
杜
と
し
て
い
る
の
が
七
社
も
あ

る
。
池
の
神
社
と
か
、
池
の
明
神
と
か
し
た
の
も
あ
る
。
そ
の
他

の
変
移
に
神
社
を
建
て
て
神
霊
を
鎮
め
、
そ
う
し
て
そ
の
神
に
依
っ

て
異
変
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
伊
那
市
の
新
田
は
、

三
峰
川
が
此
所
に
来
て
広
が
り
天
竜
川
に
合
す
る
沿
岸
で
あ
る
。

そ
し
て
東
部
山
岳
地
帯
の
豪
雨
に
は
い
つ
も
洪
水
に
な
る
地
籍
で

あ
る
が
、
常
に
は
広
く
豊
か
に
展
け
た
地
で
あ
る
か
ら
狐
島
等
か



  

ら
出
て
開
拓
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
時
折
り
の
洪
水
氾
濫

に
は
開
拓
農
民
も
手
の
つ
け
よ
う
が
な
く
、
自
然
の
な
す
が
ま
ま

に
任
す
よ
り
仕
方
が
な
い
。
そ
れ
で
も
と
最
後
に
考
え
ら
れ
た
こ

と
は
神
を
配
り
鎮
魂
を
祈
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
荒
れ
神
と
い
わ
れ

る
須
蓋
鳴
尊
を
-
紀
る
荒
神
社
が
六
座
も
あ
り
、
水
に
関
し
て
か
弁

財
天
社
が
一
座
あ
る
。
ハ
『
長
野
県
上
伊
那
誌
』
第
二
巻
歴
史

編
一
二
八
六
頁
・
上
伊
那
誌
刊
行
会
・
一
九
六
五
)

(
ト
)

天
伯
(
伊
那
市
)

「
さ
ん
よ
り
こ
よ
り
」
の
踊
り
で
有
名
な
美
籍
の
川
手
ゃ
、
富

県
の
桜
井
の
天
伯
社
の
祭
り
は
、
応
永
年
間
(
一
三
九
四

l
一
四

二
八
)
の
洪
水
に
ま
つ
わ
る
縁
起
を
も
っ
て
い
て
、
天
伯
は
洪
水

除
け
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
|
(
『
伊
那
市
史
』

通
史
編
六
三
四
頁
・
伊
那
市
史
刊
行
会
・
一
九
八
四
)

チ

天
自
信
仰
(
下
伊
那
郡
泰
阜
村
)

天
自
社
(
天
伯
社
)
の
祭
神
は
、
天
棚
織
比
売
命
や
綴
織
津
姫

を
杷
る
。
い
ず
れ
も
七
夕
祭
り
の
星
祭
り
に
因
む
祭
神
で
、
雨
、

水
に
関
係
を
持
つ
神
と
し
て
、
五
風
十
雨
の
順
調
な
天
候
と
こ
れ

に
よ
る
五
穀
豊
鏡
を
祈
る
神
と
さ
れ
た
。
天
白
社
の
中
に
は
河
童

を
肥
る
と
い
う
土
俗
神
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
水
を
守
る
神
と
し
て

信
仰
さ
れ
た
。
|
(
『
泰
阜
村
誌
』
上
巻
四
三
一
頁
)

(
リ
)

水
に
関
す
る
神
々
(
下
伊
那
郡
豊
丘
村
)

人
間
生
活
上
最
も
大
切
な
火
と
水
と
は
太
古
よ
り
そ
の
神
霊
を

み
と
め
て
、
火
の
神
、
水
の
神
と
し
て
一
紀
っ
た
。
農
耕
上
、
水
田
、

水
利
治
水
を
守
る
神
の
信
仰
は
特
別
篤
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
田

村
々
の
伝
説
に
瀬
分
け
鎌
が
あ
る
。
洪
水
の
時
諏
訪
社
の
薙
鎌
を

天
竜
川
の
瀬
に
立
て
て
水
の
瀬
分
け
を
祈
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

各
村
の
堤
防
や
出
水
に
は
治
水
、
水
利
の
安
全
を
祈
る
水
神
が
あ

り
、
早
魅
の
雨
乞
に
諏
訪
神
社
の
御
天
水
を
迎
え
た
。
水
神
に
は

九
頭
竜
権
現
・
水
速
女
命
・
弁
才
天
・
水
天
宮
・
岡
象
女
神
・
戸

隠
神
社
な
ど
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
水
天
宮
は
俗
に
安
産
の
神
と
し

て
も
祭
る
が
、
大
体
は
堤
防
上
や
堤
の
岸
に
あ
っ
て
水
防
の
神
と

し
て
祭
っ
た
も
の
が
多
い
。
(
『
豊
丘
村
誌
』
上
巻
六
八
八
頁
)

Qυ 
内
ベ

U

(
ヌ
)

安
永
八
年
(
一
七
七
九
)
に
葛
上
紀
流
が
書
い
た
『
木
の
下

陰
』
に
見
え
る
水
神
岩
(
上
伊
那
郡
高
遠
町
)

勝
間
村
よ
り
下
り
口
の
河
原
に
あ
る
大
石
を
水
神
岩
と
い
ふ
i

(
『
蕗
原
拾
葉
』
第
九
輯
七
八
頁
)



 

(
ル
)

水
神
様
(
下
伊
那
郡
鼎
町
)

水
神
関
係
の
碑
は
、
ま
ず
飲
用
水
や
潅
概
用
の
安
全
と
確
保
か

ら
、
次
に
水
難
防
止
の
願
い
か
ら
、
さ
ら
に
水
難
犠
牲
者
の
供
養

の
た
め
等
か
ら
祭
ら
れ
て
居
り
、
飯
田
松
川
沿
岸
に
は
特
に
こ
れ

ら
の
碑
が
多
い
。

飲
用
水
や
潅
淑
用
の
た
め
に
祭
っ
た
も
の
は
、
伊
賀
良
井
取
入

口
を
始
め
、
分
水
地
点
に
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
一
色
や
名

古
熊
地
区
の
簡
易
水
道
設
置
の
際
の
も
の
も
あ
る
。

松
川
は
暴
れ
松
川
と
い
わ
れ
沿
岸
は
し
ば
し
ば
大
水
害
一
に
襲
わ

れ
た
こ
と
か
ら
水
難
防
止
を
願
っ
て
祭
っ
た
も
の
が
多
い
。
天
伯

の
松
川
大
明
神
、
こ
れ
は
元
若
宮
に
あ
っ
た
も
の
。
天
伯
の
祭
神

の
一
つ
九
頭
竜
権
現
。
下
茶
屋
の
水
神
宮
、
西
鼎
二
、
三
丁
目
の

水
神
(
天
保
期
)
。
同
四
丁
目
の
水
神
等
。
ま
た
水
天
宮
は
西
鼎

の
二
、
三
丁
目
と
下
茶
屋
、
共
に
明
治
二
十
二
年
(
一
八
八
九
三

下
茶
屋
の
碑
は
水
神
と
併
刻
。
松
川
プ
ル
し
た
の
龍
大
神
碑
、

大
正
十
三
年
(
一
九
二
四
)
が
あ
る
。
祭
神
は
天
水
別
神
で
分
水

を
司
る
神
。
こ
こ
で
は
堤
防
を
守
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て
祭
っ

た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
碑
の
多
く
は
大
水
害
の
出
た
麗
後
に
建
立

さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
二
度
と
水
害
に
逢
わ
ぬ
様
に
と
の
痛
切
な

願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
ー
(
『
鼎
町
史
』
下
巻
一

O
六
八
頁
・

鼎
町
史
刊
行
委
員
会
・
一
九
八
六
)

〆目、

ヲ

水
神
(
下
伊
那
郡
喬
木
村
)

水
難
か
ら
免
れ
る
た
め
に
祭
っ
た
も
の
で
あ
り
、
天
竜
川
、
小

川
川
、
加
々
須
川
筋
に
多
く
、
家
庭
の
井
戸
等
に
建
て
ら
れ
た
も

の
も
あ
る
。
(
『
喬
木
村
誌
』
上
巻
八
三
六
頁
)

(
ワ
)

石
神
松
(
上
伊
那
郡
中
川
村
大
草
)

昔
、
石
神
松
の
真
下
に
あ
る
天
竜
川
の
カ
マ
ン
ブ
チ
に
大
き
な

こ
い
が
住
ん
で
い
た
。
あ
る
年
の
洪
水
に
、
ふ
ち
(
淵
)
の
外
に

跳
び
出
て
か
わ
い
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
、
里
人
が
死
が
い
を

今
の
石
神
の
地
に
あ
っ
く
葬
り
、
塚
を
築
い
て
水
神
と
し
て
ま
つ
っ

た
と
い
う
。
(
『
長
野
県
史
』
民
俗
編
・
第
二
巻

八
頁
・
長
野
県
史
刊
行
会
・
一
九
八
九
)

〆'、、

-
'-' 

五
七

(
カ
)

津
島
講
(
下
伊
那
郡
清
内
路
村
)

素
蓋
鳴
命
を
祭
り
、
津
島
神
社
は
神
仏
習
合
で
牛
頭
天
王
と
い

わ
れ
、
水
の
神
・
悪
疫
退
散
の
神
と
し
て
-
紀
ら
れ
て
き
た
。
川
裾

橋
の
橋
場
な
ど
で
は
、
水
天
宮
の
石
碑
を
杷
り
、
春
秋
の
道
普
請

や
橋
の
修
復
の
時
、
榊
七
五
三
飾
り
を
し
て
供
物
を
供
え
た
。
!

(
『
清
内
路
村
誌
』
下
巻
三
五
一
頁
・
清
内
路
村
誌
刊
行
会
・
一
九



八以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
洪
水
を
防
い
だ
り
す
る
た
め
に
祭
ら
れ

た
水
神
様
に
は
実
に
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
洪
水
は
荒
れ
る
と

い
う
の
で
、
荒
れ
神
の
素
謹
鳴
命
を
祭
る
こ
と
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
地
方
で
広
く
見
ら
れ
る
も
の
に
天
伯
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
神
の
実
態
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
泰
阜
村
で
は
天
白
社
(
天

伯
社
)
の
祭
神
は
、
天
棚
織
比
売
命
や
瀬
織
津
姫
で
、
い
ず
れ
も
七

夕
祭
り
の
星
祭
り
に
因
む
祭
神
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
河
童

を
祭
る
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。
鼎
町
で
は
九
頭
竜
権
現
も
天
伯
の

一
つ
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
神
に
は
九
頭
竜
権
現
・
水
速
女
命
・
弁
才
天
・
水
天
宮
・
間
象

女
神
・
戸
隠
神
社
な
ど
が
祭
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
弁
財
天
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
名
前
を
持
た
な
い
、
池
の
神
社
や
池
の
明
神
も
あ
り
ま

す
し
、
鯉
の
死
骸
を
葬
っ
た
塚
も
水
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
憾
な

神
々
が
、
洪
水
な
ど
を
防
ぐ
水
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

天
竜
川
流
域
の
洪
水
頻
繁
地
ゃ
、
深
い
淵
な
ど
に
は
弁
財
天
や
天

伯
社
な
ど
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
は
何
の
た
め
に

祭
ら
れ
た
か
と
い
う
由
緒
が
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
来
は
水
を

治
め
る
た
め
に
勧
請
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か。

経

塚

日
本
で
は
、
神
と
仏
と
の
聞
に
ほ
と
ん
ど
区
別
が
あ
り
ま
せ
ん
。

先
程
も
水
神
の
な
か
に
も
日
本
古
来
の
神
も
あ
れ
ば
、
イ
ン
ド
起
源

の
神
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
次
に
仏
教
と
治
水
と
の
関
係
に
つ
い
て

少
し
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

〆曲、

ヨ

経
塚
(
伊
那
市
東
春
近
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六
軒
屋
)

六
軒
屋
の
涯
ぎ
わ
に
、
小
さ
な
塚
が
点
在
し
て
い
て
経
塚
と
言
っ

て
い
た
。
昔
、
洪
水
を
防
ぐ
た
め
に
読
経
し
て
水
難
除
け
を
祈
願

し
、
経
を
埋
め
た
と
こ
ろ
と
い
う
。
以
前
四
十
八
ケ
所
あ
っ
た
と

い
う
が
、
今
は
開
墾
の
際
崩
さ
れ
て
そ
の
数
が
少
な
い
。
ー

(
『
長
野
県
上
伊
那
誌
』
第
五
巻
民
俗
篇
上
一
四
二
五
頁
・
上
伊

那
誌
刊
行
会
・
一
九
八

O
、
こ
の
伝
説
は
『
東
春
近
村
誌
』
一

O

三
六
頁
・
東
春
近
村
誌
刊
行
委
員
会
・
一
九
七
二
に
も
採
録
さ
れ

て
い
る
)

(
タ
)

河
成
の
事
(
伊
那
市
東
春
近
)

車
屋
か
ら
榛
原
へ
上
が
る
段
丘
の
は
ぷ
ち
に
、
経
塚
と
い
う
と



こ
ろ
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
昔
、
十
二
ほ
ど
塚
が
あ
っ
た
が
、

は
な
い
。
伝
説
に
よ
る
と
三
峰
川
の
洪
水
が
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、

氾
濫
時
に
は
早
く
治
ま
る
よ
う
に
、
殿
島
の
人
々
が
経
を
あ
げ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
塚
と
い
う
か
ら
に
は
納
経
も
行
な
わ
れ
た

だ
ろ
う
し
、
洪
水
防
止
の
た
し
か
な
祭
把
遺
跡
と
い
え
る
。

(
『
東
春
近
村
誌
』
二
二
八
頁
・
東
春
近
村
誌
刊
行
委
員
会
・
一
九

七
二
)

い
宇
品

(
レ
)

車
屋
区
の
水
害
除
経
塚
(
伊
那
市
東
春
近
)

『
車
屋
区
誌
』
に
よ
れ
ば
「
車
屋
区
(
東
春
近
)
三
軒
屋
坂
上

に
小
墳
あ
り
。
往
時
三
峰
川
氾
濫
の
際
、
水
害
除
の
祈
祷
を
行
な

い
経
文
を
埋
め
た
所
で
あ
る
。
一
二
か
所
あ
っ
た
。
」
と
あ
り
、

現
在
は
段
丘
の
突
端
に
一
つ
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
く
に
般

若
畑
と
い
わ
れ
る
地
が
あ
り
、
こ
れ
も
水
害
除
に
大
般
若
経
を
転

読
し
た
所
だ
と
い
う
。

i
(『
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
天
竜
川
』

四
六
頁
・
長
野
県
教
育
委
員
会
・
一
九
九

O
)

(
ソ
)

安
永
八
年
(
一
七
七
九
)

の
『
木
の
下
陰
』

三
峯
川
の
う
ち
山
田
、
小
原
、
芦
沢
、
出
会
い
の
島
を
、
大
般

若
島
と
い
ふ
、
古
へ
般
若
経
を
納
る
故
に
名
付
く
、
い
か
な
る
洪

水
に
も
流
れ
ず
と
い
ふ
!
(
『
蕗
原
拾
葉
』
第
九
輯
一

O
五
頁
・

名
著
出
版
社
・
中
巻
二
八

O
頁
)

(
ツ
)

般
若
島
(
伊
那
市

下
新
国
)

本
村
の
坤
に
当
る
。
下
新
田
の
南
方
、
三
峰
川
の
下
流
に
至
り
、

磁
鑑
た
る
河
原
に
、
般
若
島
と
称
す
る
平
地
あ
り
。
往
古
よ
り
洪

水
あ
り
と
躍
も
、
今
に
此
の
地
の
流
失
し
た
る
を
見
ず
。
斯
の
所

以
を
原
る
に
、
今
を
去
る
事
二
百
五
十
余
年
前
、
寛
永
元
年
(
一

六
二
四
)
慶
芳
院
不
源
と
言
ふ
者
あ
り
、
大
峯
山
行
者
に
し
て
斯

の
地
に
堂
宇
を
構
へ
た
り
。
然
る
に
正
保
四
年
(
一
六
四
七
)
五

月
大
洪
水
の
時
節
、
将
に
流
れ
ん
と
す
る
に
当
り
、
般
若
経
を
転

読
し
て
、
其
を
免
る
る
事
を
得
た
り
。
故
を
以
て
般
若
島
と
名
、
つ

く
と
言
伝
ふ
。
!
(
『
長
野
県
町
村
誌
』
三
四
六
三
頁
・
長
野
県

町
村
誌
刊
行
会
・
一
九
三
六
、
郷
土
出
版
復
刻
・
一
九
八
五
)
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こ
こ
ま
で
の
伝
説
は
一
連
の
も
の
で
す
。
基
本
的
に
は
、
洪
水
を

防
ぐ
た
め
に
読
経
し
て
、
お
経
を
埋
め
た
経
塚
が
あ
っ
た
と
い
う
の

で
す
。
般
若
島
と
い
う
地
名
も
こ
れ
に
関
わ
り
ま
す
。
私
達
は
仏
教

と
い
う
と
、
つ
い
つ
い
宗
派
の
違
い
と
か
、
教
義
を
中
心
と
し
た
哲

学
的
な
側
面
を
重
視
し
が
ち
で
す
が
、
民
衆
に
と
っ
て
は
こ
う
し
て

お
経
そ
の
も
の
が
災
難
を
除
い
て
く
れ
る
特
別
な
力
を
も
つ
も
の
と

し
て
理
解
さ
れ
た
の
で
す
。
仏
教
や
神
道
の
マ
ジ
カ
ル
と
し
て
の
側



  

面
が
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

天
竜
川
の
水
難
も
、
お
経
の
持
つ
特
別
な
力
に
よ
っ
て
免
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
で
、
き
わ
め
て
注
目
さ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
水
難
を
避
け
る
た
め
の
経
塚
は
各
地
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

[
堤
防
の
上
の
木
〕

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
神
や
仏
、
お
経

の
力
を
頼
む
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
関

連
し
て
私
が
気
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
堤
防
な
ど
に
植
え
ら
れ
た
木

で
す
。

(
ネ
)

石
神
松
(
上
伊
那
郡
中
川
村
)

石
神
は
農
の
神
、
左
宮
司
で
あ
る
ら
し
い
。
ま
た
伝
説
に
よ
る

と
佐
古
、
天
竜
川
の
深
淵
で
ち
ょ
う
ど
こ
の
下
に
あ
る
釜
ん
淵

(
正
し
く
は
含
満
の
淵
と
い
っ
て
本
来
は
仏
道
修
業
の
場
で
あ
り
、

ほ
か
に
も
こ
の
名
称
の
淵
が
諸
所
に
あ
る
)
に
大
き
な
鯉
が
す
ん

で
い
た
。
世
人
は
こ
れ
を
天
竜
の
主
、
九
頭
竜
(
大
蛇
と
も
)
の

化
身
と
言
う
て
い
た
が
或
る
年
の
洪
水
に
、
淵
の
外
に
跳
り
で
て

渇
い
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
、
里
人
が
今
の
石
神
の
地
に
塚
を

築
い
て
、
死
骸
を
厚
く
水
神
と
し
て
肥
っ
た
と
も
言
う
。
ま
た
、

あ
る
人
が
陣
馬
形
山
に
登
っ
て
天
竜
川
を
眺
め
た
と
こ
ろ
、
腕
艇

と
っ
て
遠
州
の
方
へ
流
れ
て
い
く
川
の
よ
う
す
が
、
竜
が
天
へ
向
つ

て
の
ぼ
っ
て
い
く
の
に
似
て
い
る
の
で
、
昔
は
天
流
川
と
書
い
て

い
た
の
を
そ
れ
か
ら
は
天
竜
川
と
書
く
ょ
に
な
っ
た
と
も
伝
え
て

い
る
の
に
似
て
い
る
。

ま
た
あ
る
老
鑑
は
「
こ
の
石
神
を
患
を
し
な
く
て
七
廻
り
す
る

と
青
坊
主
が
現
わ
れ
て
く
る
の
が
見
え
る
そ
う
な
」
と
も
言
っ
て

い
る
。ま
た
元
和
の
頃
(
一
六
一
五

i
二
四
)
、
常
泉
寺
に
人
の
山

伏
が
寄
寓
し
て
い
た
が
、
そ
の
法
力
が
頗
る
顕
著
で
あ
っ
た
。
そ

の
頃
し
き
り
に
天
竜
川
が
氾
濫
し
て
こ
れ
に
悩
ん
だ
農
民
は
、
こ

の
行
者
に
頼
っ
て
水
難
除
の
祈
祷
を
し
て
も
ら
っ
た
。
行
者
は
熱

心
に
経
を
請
し
二
十
一
日
間
祈
願
を
続
け
た
が
、
満
願
の
臼
に
精

魂
尽
き
て
つ
い
に
た
お
れ
た
。
彼
は
死
に
先
立
ち
こ
の
水
神
に
手

植
え
の
松
を
手
向
け
た
が
、
こ
れ
が
即
ち
今
の
石
神
の
松
だ
と
も

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
と
す
る
と
樹
齢
は
三
五

O
年
内
外
に
な
る

わ
け
で
あ
る
。
(
『
商
向
村
誌
』
七

O
O頁
・
中
川
東
公
民
館
・

一
九
六
六
)

(
ワ
)
と
同
じ
伝
説
で
す
。
こ
の
伝
説
の
前
半
部
分
は
既
に
第
一

章
で
扱
い
ま
し
た
。
問
題
は
後
半
の
部
分
で
す
。
元
和
の
頃
に
常
泉
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寺
に
一
人
の
山
伏
が
寄
寓
し
て
お
り
、
そ
の
法
力
が
顕
著
だ
っ
た
の

で
、
天
竜
川
が
氾
濫
し
て
困
っ
て
い
た
農
民
は
、
こ
の
行
者
に
頼
っ

て
水
難
除
の
祈
祷
を
し

τも
ら
っ
た
。
行
者
は
熱
心
に
お
経
を
唱
え

て
、
二
一
日
間
祈
願
し
た
が
、
満
願
の
日
に
精
魂
尽
き
果
て
て
倒
れ

た
。
彼
は
死
に
先
立
っ
て
手
植
え
の
松
を
手
向
け
た
。
こ
れ
が
す
な

わ
ち
今
の
石
神
の
松
だ
と
い
う
の
で
す
。

近
世
以
前
に
は
多
く
の
山
伏
が
お
り
ま
し
た
。
山
伏
は
生
産
活
動

に
は
従
事
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
常
泉
寺
に
寄
寓
し
て
い
た
山
伏
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
地
域
の
村
人
に
よ
っ
て
養
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
村
人
が
彼
の
生
活
を
み
て
い
た
の
は
法
力
に
期
待
し

て
で
し
た
。
そ
し
て
彼
に
村
人
が
求
め
た
の
は
、
天
竜
川
の
氾
濫
を

治
め
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
山
伏
は
治
水
の
祈
祷
を
す
る
過
程
で

死
ん
で
い
っ
た
よ
う
で
す
。
先
に
洪
水
を
防
ぐ
経
塚
に
つ
い
て
述
べ

ま
し
た
が
、
こ
の
山
伏
は
そ
う
し
た
こ
と
を
し
て
い
た
人
の
一
端
を

伝
え
て
い
る
の
で
す
。
お
そ
ら
く
中
世
や
近
世
に
あ
れ
だ
け
多
く
の

山
伏
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
者
が
い
た
の
は
、
そ
の
教
義
が
理
解
さ

れ
た
か
ら
で
は
な
く
て
、
彼
ら
が
持
つ
と
信
じ
ら
れ
た
特
別
な
能
力

の
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
こ
の

世
と
あ
の
世
と
の
接
点
に
位
置
し
、
神
々
な
ど
に
人
間
の
意
志
を
伝

え
た
り
、
働
き
か
け
を
す
る
者
と
し
て
期
待
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
う
し
た
山
伏
が
、
水
神
へ
の
手
向
け
の
松
を
植
え
た
の
が
今
の

石
神
の
松
だ
と
い
い
ま
す
。
手
向
け
と
い
う
の
は
「
神
仏
に
幣
(
ぬ

さ
)
な
ど
供
え
物
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
供
え
物
」
(
『
日
本
国

語
大
辞
典
』
第
一
三
巻
一
九
七
頁
・
小
学
館
・
一
九
七
六
)
の
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
そ
の
松
自
体
が
石
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

堤
防
な
ど
を
作
っ
た
際
に
は
、
そ
こ
に
水
神
な
ど
を
勧
請
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
神
の
力
に
よ
っ
て
、
水
害
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
こ
で
水
神
に
松
を
手
向
け
た
の
は
、
松
を
通
し
て
水
神
が
来
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
な
ら
、
こ
の
場
合
、
神
様
は

ど
の
よ
う
に
し
て
や
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
こ
の
松
が
神

社
の
榊
や
正
月
の
門
松
と
同
じ
様
に
、
神
の
や
っ
て
来
る
目
印
で
あ

り
、
そ
れ
自
体
が
神
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
す
。
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(
ナ
)

一
本
松
の
伝
説
(
上
伊
那
郡
辰
野
町
)

小
野
村
の
南
方
新
田
と
い
う
所
に
、
一
本
独
立
し
て
い
る
松
が

あ
っ
た
。
回
甫
中
の
三
州
街
道
の
道
脇
に
、
現
在
で
は
枯
れ
て
切

ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
伝
説
だ
け
は
残
っ
て
い
る
。

今
を
五

O
O年
ば
か
り
遡
の
ぼ
る
当
時
、
小
野
川
は
今
の
流
れ

と
場
所
を
変
え
て
い
る
が
、
小
雨
で
さ
へ
川
は
氾
濫
し
て
田
畑
を

荒
す
事
が
度
々
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
農
民
の
困
難
は
一
通
り
で
な

か
っ
た
そ
う
だ
。
時
の
庄
屋
が
発
言
し
た
。
こ
れ
は
き
っ
と
何
か



 

 

 

 

が
崇
っ
て
い
る
に
違
い
無
い
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
鎮
め
る
た
め
に

一
本
の
松
を
植
え
た
そ
う
だ
。
処
が
そ
れ
か
ら
は
川
も
氾
濫
す
る

事
も
無
く
豊
年
が
続
い
た
と
い
う
(
こ
れ
は
多
分
防
岸
の
た
め
に

植
え
た
松
が
一
本
だ
け
残
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
)
。
そ
れ

か
ら
現
在
に
至
っ
た
の
だ
が
、
年
老
い
て
枯
れ
て
し
ま
っ
て
後
を

絶
っ
た
。
昭
和
十
年
に
切
っ
た
が
、
木
の
中
に
は
水
が
五
斗
も
入
っ

て
い
た
。
切
っ
た
人
は
伝
説
を
信
じ
て
い
た
人
だ
っ
た
の
で
、
ま

た
丁
度
切
っ
た
後
大
水
が
出
た
の
で
気
を
や
ん
で
床
に
就
い
た
。

し
か
し
十
日
ぐ
ら
い
し
て
回
復
し
た
が
、
村
で
も
こ
れ
に
対
し
て

後
を
絶
た
な
い
様
に
植
え
る
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
今
、
だ
に
植
え

な
い
。
|
(
『
辰
野
町
誌
』
近
現
代
編
一
一
二
二
頁
・
辰
野
町
誌

刊
行
委
員
会
・
一
九
八
八
)

こ
の
伝
説
で
は
、
小
野
川
が
小
雨
で
さ
え
氾
濫
し
て
田
畑
を
流
し

た
。
そ
こ
で
庄
屋
が
何
か
が
た
た
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
堤
防
の
上
に
一
本
の
松
を
植
え
た
。
そ
れ
か
ら
は
川
が
氾
濫

す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

前
の
伝
説
か
'
り
し
て
も
、
こ
の
松
は
治
水
の
た
め
に
植
え
ら
れ
た

も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
た
た
り
を
も
た
ら
す
も
の
を
制
御
す
る

こ
と
の
で
き
る
力
を
松
そ
の
も
の
、
も
し
く
は
松
を
通
じ
て
得
ょ
う

と
し
た
わ
け
で
す
。
こ
こ
で
の
松
は
水
神
様
が
飛
び
移
る
こ
と
の
で

き
る
目
印
、
あ
る
い
は
神
の
宿
り
木
と
し
て
の
効
果
が
期
待
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

[
開
発
と
水
害
対
処
]

長
い
間
日
本
人
の
生
活
の
糧
と
し
で
あ
っ
た
農
業
を
行
う
た
め
に

は
、
農
地
が
必
要
で
す
。
人
口
が
増
え
る
と
そ
れ
だ
け
の
食
料
を
用

意
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
各
家
な
ど
が
よ
り
豊
か
に
な
る
た

め
に
は
新
田
の
開
発
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
直
接
治
水

と
関
わ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
ご
く
大
ざ
っ
ぱ
に
水
害
を
い

か
に
し
て
防
ご
う
と
と
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
人
の
精

神
的
な
面
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
積
極
的
に
新
田
開
発
な

ど
に
あ
た
っ
て
、
洪
水
な
ど
を
も
た
ら
す
神
と
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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〆'司、

フ
) 

貝
暮
ケ
測
と
埋
立
工
事
(
飯
回
市
川
路
)

「
大
堰
」
の
工
事
に
よ
っ
て
西
河
筋
の
流
れ
が
遮
断
さ
れ
、

河
筋
は
大
部
分
次
第
に
新
国
化
し
て
い
っ
た
が
、
壁
く
ろ
地
籍
よ

り
奥
手
前
に
わ
た
る
河
床
一
帯
は
窪
地
で
あ
っ
た
た
め
干
上
が
ら

ず
、
河
水
や
雨
水
が
た
ま
っ
て
一
大
池
沼
と
化
し
、
紺
碧
の
色
も

濃
く
満
々
と
水
を
た
た
え
て
出
現
し
た
の
が
後
世
ま
で
伝
説
的
に

伝
承
さ
れ
て
い
る
貝
暮
ケ
測
で
あ
る
。
池
名
に
つ
い
て
は
何
故
に |日



 

「
か
い
く
ら
池
」
、
「
か
い
く
ら
が
池
」
と
い
う
名
称
が
起
こ
っ
た

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
実
に
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
事

実
で
あ
る
。

こ
の
神
秘
を
た
た
え
蒼
々
と
し
水
底
に
大
蛇
が
住
む
と
噂
さ
れ
、

幾
多
の
伝
説
、
怪
談
を
'
つ
ん
だ
貝
暮
ケ
湖
も
い
よ
い
よ
終
り
を
告

げ
る
時
が
や
っ
て
き
た
。
元
禄
七
年
(
一
六
九
四
)
春
、
か
ね
て

よ
り
こ
の
池
の
存
在
を
何
の
価
値
も
な
い
と
考
え
た
当
時
の
竹
佐

役
所
は
、
下
川
路
村
の
時
の
庄
屋
文
太
夫
並
び
に
組
閣
岡
右
衛
門

を
呼
び
、
貝
暮
ケ
測
を
埋
立
て
新
田
開
発
せ
ん
と
す
る
意
向
を
伝

え
た
。
(
一
説
に
は
文
太
夫
よ
り
埋
立
て
を
願
い
出
た
と
も
い
わ

れ
る
)
文
太
夫
は
早
速
こ
れ
を
受
諾
し
た
が
、
こ
の
こ
と
が
村
内

に
伝
わ
る
や
村
人
の
驚
き
は
一
方
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
何
は

と
も
あ
れ
そ
の
池
底
に
大
蛇
が
住
ん
で
い
る
と
信
じ
畏
怖
し
て
い

る
村
人
は
、
池
を
埋
立
て
る
な
ど
ま
こ
と
に
大
そ
れ
た
こ
と
と
そ

の
崇
り
を
恐
れ
て
遼
巡
し
た
が
、
そ
れ
を
な
だ
め
て
、
後
日
の
崇

り
が
な
い
よ
う
に
と
い
ろ
い
ろ
相
談
の
結
果
、
開
善
寺
大
和
尚
の

発
案
に
よ
り
「
人
柱
」
を
池
底
に
沈
め
て
犠
牲
に
す
る
案
が
立
て

ら
れ
た
。
こ
の
人
柱
は
生
き
て
い
る
人
間
で
は
な
く
、
墓
場
に
立

て
ら
れ
て
い
た
墓
石
を
も
っ
て
人
柱
代
り
に
池
に
投
げ
入
れ
て
犠

牲
に
し
埋
立
て
を
行
な
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
近
隣
に
名
高
か
っ
た
貝
暮
ケ
測
は
埋
立
て
ら
れ

た
が
そ
の
埋
立
方
法
は
駒
沢
を
切
り
込
み
、
更
に
近
く
の
高
所
の

土
砂
を
運
搬
し
て
埋
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
か
く
て
民
暮
ケ

淵
は
正
保
二
年
(
一
六
四
五
)
、
脇
坂
侯
大
普
請
に
よ
っ
て
出
現

し
て
よ
り
元
禄
七
年
の
埋
立
て
に
到
る
ま
で
、
そ
の
存
在
期
聞
は

お
よ
そ
五

O
年
、
そ
の
神
秘
的
な
池
沼
の
姿
を
こ
の
世
に
現
わ
し

て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

i

q長
野
県
飯
田
市
川
路
村
誌
』
一
九

四
頁
・
川
路
村
誌
刊
行
委
員
会
・
一
九
八
八
)

現
在
の
飯
田
市
川
路
に
江
戸
時
代
、
天
竜
川
の
旧
河
道
で
貝
暮
ケ

池
と
呼
ば
れ
る
池
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
池
に
は
大
蛇
が
住
む
と
さ

れ
て
い
た
が
、
元
禄
七
年
(
一
六
九
四
)
に
埋
め
立
て
て
新
田
が
開

封
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
村
人
は
大
蛇
の
た
た
り
を
恐
れ
た

が
、
開
善
寺
の
大
和
尚
の
発
案
で
、
人
柱
を
埋
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
れ
も
生
き
た
人
間
で
は
な
く
て
、
墓
石
を
人
柱
の
か
わ
り
に

池
に
投
げ
入
れ
て
、
埋
め
立
て
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
結

局
こ
れ
が
成
功
し
て
貝
暮
ケ
淵
は
新
田
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
こ
の

話
の
筋
で
す
。
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こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
実
際
に
は
墓
石
が
代
わ
り
に
な
っ
た

け
れ
ど
も
、
新
田
の
開
発
に
あ
た
っ
て
人
柱
を
す
れ
ば
良
い
と
い
う

考
え
方
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
は
人
柱
が
竜
に
捧
げ
ら
れ
れ

ば
、
淵
を
埋
め
て
新
田
開
発
を
し
て
も
た
た
り
が
な
い
と
考
え
ら
れ

た
わ
け
で
す
。
こ
こ
で
は
人
聞
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
竜
を



押
え
る
た
め
に
は
、
人
聞
に
と
っ
て
も
っ
と
も
大
事
な
人
間
の
命
を

捧
げ
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
と
こ
ろ
が
こ
の
時
に
は
、
墓
石
が
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
も
う
実
際
に
人
間
の
命
で
は
な
く
、
そ
の
か

わ
り
の
も
の
で
も
良
い
の
だ
と
い
う
考
え
方
で
す
。
墓
石
が
特
別
な

力
を
も
つ
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
実
際
に
人
を

埋
め
な
く
て
も
よ
い
の
だ
と
い
う
考
え
方
は
、
大
き
な
意
味
を
も
っ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
近
世
的
な
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

[
洪
水
に
な
っ
た
時
に
]

(
ム
)

明
神
様
の
瀬
分
け
鎌
(
下
伊
那
郡
豊
丘
村
)

大
昔
、
田
村
の
明
神
様
は
字
舞
台
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し

た
。
大
き
な
森
が
あ
っ
て
、
天
竜
川
の
瀬
が
す
ぐ
森
の
下
へ
打
ち

よ
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。
天
竜
川
に
大
水
が
出
て
瀬
が
代

る
と
、
田
村
の
新
田
は
お
し
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
大
雨
が
降

り
つ
づ
き
大
水
が
出
る
と
、
村
中
の
人
が
明
神
様
で
お
祭
り
を
し

て
、
神
様
か
ら
瀬
分
け
鎌
を
い
た
だ
き
、
大
ぜ
い
の
若
連
中
が
、

こ
の
鎌
を
も
っ
て
は
だ
か
に
な
っ
て
天
竜
川
へ
と
び
こ
み
、
瀬
分

け
鎌
を
引
く
と
た
ち
ま
ち
瀬
が
か
わ
っ
て
向
う
の
方
へ
流
れ
村
が

た
す
か
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
ら
た
か
な
明
神
様
と
、
池
野
氏
の
八

幡
様
と
合
せ
ま
つ
る
こ
と
に
な
っ
て
現
在
の
諏
訪
神
社
の
と
こ
ろ

へ
う
つ
り
ま
し
た
。
|
(
『
豊
丘
村
誌
』
上
巻
七
一
一
頁
・
豊
丘

村
誌
刊
行
会
・
一
九
七
五
)

田
村
の
明
神
様
に
関
係
し
て
、
天
竜
川
に
大
水
が
出
て
、
瀬
が
変

わ
る
と
田
村
の
新
田
は
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
大
雨
が
降

り
続
き
、
大
水
が
出
る
と
、
村
中
の
人
が
お
祭
り
を
し
て
、
神
様
か

ら
瀬
分
け
鎌
を
い
た
だ
き
、
大
勢
の
若
者
連
中
が
こ
の
鎌
を
持
っ
て

天
竜
川
に
飛
び
込
み
、
瀬
分
け
鎌
を
引
く
と
た
ち
ま
ち
瀬
が
変
わ
っ

て
、
向
こ
う
の
方
へ
流
れ
る
よ
う
に
な
り
、
助
か
っ
た
の
だ
と
言
う

の
で
す
。

瀬
分
け
鎌
が
洪
水
の
と
き
に
水
の
流
れ
を
変
え
る
手
段
と
し
て
利

用
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
こ
の
背
分
け
鎌
と
は
一
体

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
知
る
た
め
に
、
次
の

伝
説
を
見
て
く
だ
さ
い
。
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)

中
郷
の
流
れ
宮
(
下
伊
那
郡
上
村
)

中
郷
の
分
校
だ
っ
た
所
の
近
く
に
、
大
き
な
岩
が
あ
っ
て
、
諏

訪
明
神
を
祭
っ
た
っ
た
ん
だ
に
。
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
か
、
大
洪

水
に
あ
っ
て
流
さ
れ
ち
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
な
。
そ
う
し
て
、

今
の
諏
訪
宮
ん
所
ま
で
流
さ
れ
ち
ま
っ
た
も
ん
で
、

そ
れ
以
後
、



  

中
郷
に
祭
つ
で
あ
っ
た
明
神
様
ん
所
を
流
れ
宮
っ
ち
ゅ
う
よ
う
に

な
っ
た
ん
だ
に
。
諏
訪
宮
に
は
、
な
ぎ
が
ま
が
二
本
お
祭
り
し
た
っ

て
、
上
町
と
そ
の
付
近
の
人
た
ち
が
、
御
射
山
の
祭
り
と
し
て
八

月
二
五
・
二
六
日
に
お
祭
り
を
す
る
ん
な
。

ま
た
、
水
害
に
出
あ
っ
た
時
に
ゃ
あ
、
紘
宜
様
が
な
さ
が
ま
を

持
っ
て
川
へ
行
っ
て
、
川
す
じ
を
ひ
く
と
、
川
す
じ
が
そ
の
通
り

ん
な
っ
た
ん
だ
に
。
わ
し
ら
(
古
瀬
良
男
氏
・
古
瀬
右
京
氏
)
が

若
い
頃
に
、
一
度
ゃ
っ
た
こ
と
が
あ
る
け
え
ど
、
ち
い
っ
と
は
川

す
じ
が
変
わ
っ
た
に
。

i
(『
南
信
州
・
上
村
遠
山
谷
の
民
俗
』

三
四

O
頁
・
上
村
民
俗
誌
刊
行
会
・
一
九
七
七
)

こ
の
場
合
、
明
神
様
と
は
諏
訪
大
明
神
の
こ
と
で
あ
り
、
水
害
に

あ
っ
た
時
に
は
、
禰
宜
が
な
ぎ
鎌
を
も
っ
て
川
へ
行
き
、
川
筋
を
引

い
て
川
の
流
れ
を
変
え
た
と
い
う
の
で
す
。
こ
こ
に
出
て
く
る
な
ぎ

鎌
が
瀬
分
け
鎌
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
瀬
分
け
鎌
、
な
ぎ
鎌
が
天
竜
川
の
流
域
で
は
、
洪

水
に
際
し
て
瀬
を
変
え
る
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
の
説
明
で
は
ま
だ
実
態
は
不
明
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
安
政
四

年
(
一
八
五
七
)
に
書
か
れ
た
『
諏
訪
日
蹟
誌
』
と
い
う
本
に
次
の

よ
う
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

信
濃
国
は
き
わ
め
て
風
が
早
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
諏
訪
明
神
の

社
に
風
の
祝
と
い
う
者
を
お
い
て
、
春
の
初
め
に
深
く
物
に
篭
っ

て
、
百
日
の
間
尊
重
す
る
。
そ
う
す
る
と
そ
の
年
は
概
し
て
風
が

静
か
に
吹
き
、
農
業
の
た
め
に
良
い
。
(
中
略
)
今
は
風
祝
と
い

う
も
の
は
な
い
け
れ
ど
も
、
風
に
は
関
係
の
深
い
神
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
神
を
祭
る
に
は
鎌
を
神
幣
と
す
る
。
(
中
略
)
下
社
か
ら

七
年
ご
と
に
一
度
ず
っ
、
越
後
の
国
堺
の
安
曇
郡
中
土
村
の
鎮
守

の
諏
訪
社
に
遣
わ
す
の
は
右
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
長
さ
は
お

よ
そ
一
尺
五
寸
(
約
四
五
セ
ン
チ
)
ば
か
り
、
そ
れ
に
下
社
の
祝

の
姓
名
と
年
号
を
彫
り
付
け
る
。
こ
れ
は
大
変
古
い
例
で
、
彼
の

地
の
神
体
と
す
る
。
伝
え
閣
く
の
に
は
白
鳳
の
年
号
を
彫
つ
で
あ

る
も
の
も
あ
る
と
い
う
。
ま
た
文
政
の
末
に
甲
斐
国
堺
の
深
沢
村

の
土
中
か
ら
掘
り
出
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
上
野
国
(
群
馬
県
)

の
山
中
、
ま
た
甲
斐
圃
(
山
梨
県
)
の
西
郡
辺
で
は
、
大
風
の
と

き
鎌
を
竿
の
先
に
結
び
つ
け
、
家
の
か
た
わ
ら
に
押
し
立
て
て
風

を
送
る
と
い
う
(
『
復
刻
諏
訪
史
料
叢
書
』
第
三
巻
一

O
四
頁
・

中
央
企
画
・
一
九
八
一
二
)

ま
た
、
『
民
間
信
仰
辞
典
』
で
石
川
純
一
郎
は
「
薙
い
鎌
」
を
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

長
い
柄
の
つ
い
た
薙
い
鎌
。
諏
訪
神
社
の
春
秋
の
遷
座
祭
に
お

い
て
薙
い
鎌
を
奉
持
す
る
者
が
先
頭
に
立
つ
。
ま
た
、
御
柱
祭
に

伴
う
式
に
山
造
り
役
が
御
柱
用
材
に
薙
い
鎌
を
打
ち
込
む
神
事
が

あ
る
。
こ
れ
は
杉
の
木
に
矢
を
射
か
け
る
矢
立
杉
、
高
い
木
の
技

48 



 

 

 
 

 

f諏訪!日蹟誌』に見えるなぎ鎌

~' 
ζO  

小
谷
村
中
土
の
戸
土
神
社
の
な
、
ぎ
鎌
拓
本

b-

丸
山
線
子
氏
提
供
〉

に
木
鈎
を
投
げ
か
け
る
鈎
掛
け
の
習
俗
の
一
つ
で
、
神
意
を
占
う

も
の
で
あ
る
。
神
に
祈
願
を
こ
め
た
上
で
、
そ
れ
を
投
あ
げ
、
枝

に
ひ
っ
か
か
れ
ば
神
患
に
か
な
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
薙
い

鎌
は
諏
訪
搭
仰
に
伴
う
闘
を
祈
る
祭
式
と
し
て
各
地
に
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
風
除
け
の
ま
じ
な
い
と
し
て
鎌
を
竿
の
先
に
つ
け
て

立
て
た
り
棟
に
と
り
つ
け
た
り
す
る
の
を
カ
ザ
キ
リ
ガ
マ
と
称
し

場
東
京
設
出
版
・
一
九

て
い
る

八

O
)
。

こ
の
よ
う
に
、
本
来
諏
訪
信
仰
の
な
か
で
風
切
り
の
薙
い
鎌
と
し

て
用
い
ら
れ
た
も
の
が
、
洪
水
の
瀬
を
切
る
道
呉
と
し
て
用
い
ら
れ

た
の
で
す
。
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以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
前
近
代
の
人
々
に
と
っ
て
は
、

の
対
処
は
主
と
し
て
神
や
仏
の
力
に
頼
る
も
の
で
し
た
。
現
代
人
の

目
か
ら
見
る
と
伺
の
線
拠
も
な
い
、
効
果
も
焼
わ
し
い
と
感
ず
る
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
真
剣
な
洪
水
対

策
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
も
貝
鞍
ケ
池
の
新
聞
開
発
に
、
本
物
の
人

柱
で
な
く
て
墓
石
を
沈
め
た
こ
と
で
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
考

え
方
は
次
第
に
後
退
し
て
い
っ
た
こ
と
も
事
実
な
の
で
す
ο

そ
し
て

治
水
の
背
最
に
、
あ
ま
り
神
織
を
意
識
し
な
く
な
る
と
い
う
日
本
人

の
意
識
の
大
転
換
の
時
期
と
し
て
、
私
は
戦
国
時
代
が
あ
っ
た
の
で 〆¥



は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
本
シ
リ
ー

ズ
の
『
戦
国
時
代
の
天
龍
川
』
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。
近
世
に
な
る

と
盛
ん
に
各
地
に
堤
防
が
築
か
れ
、
現
代
の
私
た
ち
の
治
水
に
つ
な

が
る
も
の
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
天
竜
川
の
治
水

に
つ
い
て
は
各
地
方
史
類
、
土
木
学
会
編
『
明
治
以
前
日
本
土
木
史
』

(
土
木
学
会
・
一
九
三
六
)
な
ど
が
記
し
て
い
ま
す
し
、
本
シ
リ
ー

ズ
で
も
、
市
川
惰
三
『
近
世
天
竜
川
の
治
水
|
伊
那
郡
松
島
村
』

(
一
九
八
八
)
、
下
平
元
謹
『
理
兵
衛
堤
防
』
(
一
九
八
八
)
、
北
原
優

美
編
『
伊
東
伝
兵
衛
と
伝
兵
衛
五
井
』
(
一
九
八
九
)
、
森
岡
忠
一

『
も
の
が
た
り
理
兵
僑
堤
防
』
(
一
九
九

O
)、
市
村
成
人
『
惣
兵
衛

川
除
』
(
一
九
九
一
)
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

お

わ

り

に

こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
天
竜
川
沿
い
に
は
多
く
の
災

害
に
関
す
る
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
災
害
の
伝
説
を
も
っ
場
所
は
、
必

然
的
に
過
去
に
災
害
の
あ
っ
た
場
所
で
あ
り
、
再
び
災
害
に
見
舞
わ

れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
災
害
の
伝
説
が
伝
わ
っ
て

い
る
の
は
、
過
去
の
人
達
か
ら
私
達
へ
、
そ
し
て
私
達
の
子
孫
へ
と

託
す
、
「
災
害
に
鍛
え
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
で
す
。
一
人

一
人
が
伝
説
を
大
事
に
し
て
、
洪
水
な
ど
に
備
え
る
よ
う
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
伝
説
の
世
界
で
は
水
害
を
起
こ
す
の
は
多
く
の

場
合
、
竜
l
大
蛇
で
す
。
竜
は
私
達
の
世
界
の
住
民
で
は
な
く
、
私

達
に
は
統
御
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
災
害
は
人
聞
の
能
力
を

越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
神
々
が
我
々
に
与
え
て
い
る
も
の
な
の
だ

と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
悪
い
竜
は

退
治
さ
れ
ま
す
。
竜
の
退
治
は
人
聞
の
自
然
へ
の
挑
戦
な
の
で
す
。

そ
し
て
人
閣
の
自
然
に
対
す
る
挑
戦
は
限
り
な
く
続
き
、
現
在
も
続

い
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
今
の
私
達
は
、
災
害
は
防
げ
る
も
の
で

あ
り
、
防
ぐ
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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大
き
な
流
れ
と
し
て
は
そ
の
通
り
で
あ
り
、
災
害
は
も
た
3

り
さ
れ

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
代
の
統
御
さ
れ
る

べ
き
自
然
と
い
う
考
え
方
の
進
麗
の
な
か
に
、
人
間
は
自
然
を
完
全

に
制
御
で
き
る
と
い
う
思
い
上
が
り
が
出
て
き
て
は
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。
近
年
の
公
害
問
題
、
自
然
破
壊
の
問
題
は
、
近
代
文
明
の
行

き
着
い
た
結
果
で
す
。
地
球
的
規
模
で
環
境
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い

る
今
こ
そ
、
私
達
は
再
度
、
人
間
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
世

界
、
竜
が
支
配
す
る
自
然
と
い
っ
た
意
識
を
、
長
い
間
日
本
人
が
持

ち
続
け
て
き
た
こ
と
の
意
味
を
聞
い
直
し
て
み
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

現
在
危
機
に
瀕
し
て
い
る
地
球
環
境
は
、
人
間
だ
け
の
た
め
に
あ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在
の
我
々
だ
け
の
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
地
球
上
の
全
て
の
生
物
に
と
っ
て
の
地
球
で
あ
り
、

未
来
の
人
問
、
そ
し
て
生
物
に
と
っ
て
も
生
活
し
て
い
く
べ
き
地
球

な
の
で
す
。
車
の
廃
気
ガ
ス
問
題
か
ら
始
ま
っ
て
、
我
々
が
少
し
我

慢
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
人
、
い
や
地
球
上
の
全
て
の
生
物
に
迷

惑
を
か
け
な
い
で
す
む
こ
と
は
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
当
面
我
々

に
で
き
る
こ
と
は
自
覚
と
、
個
人
の
行
動
で
す
。
未
来
に
む
け
て
各

自
で
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

洪
水
な
ど
の
伝
説
は
、
い
か
に
人
間
が
チ
ッ
ポ
ケ
な
も
の
か
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
た
ま
に
は
読
者
の
皆
さ
ん
の
よ
う
に
天
竜
川

の
水
害
の
伝
説
な
ど
を
ひ
も
と
い
て
、
私
達
の
歴
史
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
H
い

本
書
は
平
成
二
年
度
か
ら
四
年
度
ま
で
「
災
害
多
発
地
帯
の
『
災

害
文
化
』
に
関
す
る
研
究
」
(
研
究
代
表
者
・
首
藤
伸
夫
)
の
題
で

公
布
を
受
け
た
科
学
研
究
費
重
点
領
域
の
分
担
成
果
の
一
部
で
す
。

関
係
者
の
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

イサ




